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大阪地域の浅層帯水層の地下水揚水可能量の予測 
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１．まえがき 
 浅層帯水層の地下水位の高位化による諸問題 1)を解決するためには，地下水位を適正なレベルに下げる方策が必

要と考えられる。ただし，この方策を実現するためには，地下水揚水による粘土層の沈下量が最小限に留まること

を前提となる。本報告は，前報 2),3)に引き続き，大阪地域の粘土層を連続サンプリングした地点を核にして「関西圏

地盤情報データベース」（以下，DB）を用いて検討地区を面的に拡げ，浅層帯水層（沖積砂層，第１洪積砂礫層）
の地下水位を下げた時の沖積粘土(Ma13)層と洪積粘土(Ma12)層の沈下量を算定し，それが最小限に留まることを

条件にして，浅層帯水層の地下水揚水可能量を予測した結果を報告する。 

２．選定地区 

 図-1 に DB から求めた沖積粘土(Ma13)層の
層厚分布4)と選定した 77地区を，図-2に DBか

ら求めた洪積粘土(Ma12)層の層厚分布 4)と選定

した 47地区を示す。それぞれ前報 3)の選定地区

(黒)に対して，新規地区は赤，地区割を見直し

た地区は青で示す。これらは連続サンプリング

地点（図中の●，泉尾，新田，水走は新規分）

を核にして DB のボーリングデータを集約し，

土質特性が似かよる地区として選定した。 
３．浅層帯水層の揚水可能量の分布 

 連続サンプリング地点がある地区では実測圧

縮曲線を，DBによる選定地区では前報 2)で示し

た方法による推定圧縮曲線を用いて沈下量を算

定した。ただし，同地区における両者の沈下量

はほぼ一致することを確認している2)。 

 本研究では最小限の許容沈下量を 5~10cmと

考えている（構造物の重要度に依存）。そこで図

-3~5に沈下量 5，10cmに基づくそれぞれ沖積

砂層単独，第１洪積砂礫層単独，両層同時の場

合の揚水可能量の分布を示した。 

 図-3 の沖積砂層単独の揚水可能量は，Ma13
層のみの沈下量に基づいている。西大阪地域の

臨海部と東大阪地域の東南部で小さい。これは

この地域の Ma13 層は過圧密性が低く，圧縮性

が高く，層厚が厚いためである 4)。この地域を除

けば，揚水可能量は 2～4m程度である。 

 図-4 の第１洪積砂礫層単独の揚水可能量は，

Ma13層と Ma12層の沈下量の合計に基づいている（図中の赤丸，青丸地区はそれぞれ Ma13，Ma12層のみによる）。

Ma13層は下方ほど過圧密性が高いため 4)，その沈下量は図-3の沖積砂層の場合よりも小さいが，それに Ma12層の
沈下量が加わるため，揚水可能量の分布傾向は沖積砂層の場合とあまり変わらない。やはり西大阪地域の臨海部と 

 
図-1 沖積粘土(Ma13)層の層厚分布と選定地区 

 
図-2 洪積粘土(Ma12)層の層厚分布と選定地区 

平林南 
平林北 

尼崎 

中島 
 

姫島 
 

塚本 
 

加島 
 

島屋 
 酉島 

 
桜島 
 
築港 
 

鶴町 
 

武庫川 

市岡 
 

弁天町 
 

吉野 
 

福島 
 

東海岸町 

九条 
 

佃 
 

十三 
 

東三国 

大野 
 

中津 
 

南摂津 

東淀川 
寝屋川南 

門真東 

門真南 
門真 桑才 

守口 
三箇 

大東 新田 

新庄 

今津 
鶴見 

関目 

蒲生 網島 
鴫野 
中浜 
深江橋 

川俣 
長田 菱江 

吉田 
御厨 

今里 

平野 

中道 

東大阪地域 
西大阪地域 

梅田 
 

南恩加島 

京町堀 
 

芦原町 
 

北堀江 
 

新大阪 

上町台地 

深野北 

寝屋川 
Ma13層が出現しない地域 

大浜町 
中浜町 

末広･扇町 

金楽寺町 

西三国 

連続サンプリング地点 

泉尾 
 

津守 

摂津 

寝屋川西 

鳥飼中 
鳥飼下 

水走 

東花園 
池島 長瀬 

平林南 
平林北 

尼崎 

中島 

 

塚本 
 

加島 

 

島屋 

 桜島 

 築港 

 鶴町 
 

武庫川 

市岡 

 

弁天町 

 

吉野 

 

福島 

 

金楽寺町 

 

東塚口 

梅田 

 

上甲子園 

姫島 

 

九条 

 

平林東 

酉島 

 

西大阪地域 

寝屋川南 
門真東 

門真 

大東 新田 

新庄 

安田 

長田 

御厨 

長瀬 

鴻池 

八尾北 

東大阪地域 

Ma12層が出現しない地域 

連続サンプリング地点 

上町台地 

末広･扇町 
東海岸町 

佃 
 

北堀江 

 泉尾 

 

芦原町 

津守 
南恩加島 

門真北 

門真南 

淀屋橋 

 
京町堀 

 

土木学会第64回年次学術講演会(平成21年9月)

 

-25-

 

Ⅲ-013

 



  
図-3 沖積砂層単独の揚水可能量 (m)の分布 

  
図-4 第１洪積砂礫層単独の揚水可能量 (m)の分布 

  
図-5 沖積砂層・第１洪積砂礫層同時の揚水可能量 (m)の分布 

東大阪地域の東南部で小さい。この地域を除けば，揚水可能量は 2～5m程度である。 

 図-5の沖積砂層・第１洪積砂礫層同時の揚水可能量も Ma13層と Ma12層の沈下量の合計に基づいている。ただ
し，このケースの水位低下による Ma13 層の有効応力増加が最も大きくなるため，同じ水位低下量に対する沈下量

が大きくなる。揚水可能量は全体に 1~2mと制限される。 

 以上から，西大阪地域の臨海部と東大阪地域の東南部を除けば，揚水可能量は沖積砂層単独では 2～4m，第 1洪

積砂礫層単独では 2～5 mといえる。ただし，両層同時の場合には 1～2 mに制限される。 
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